
お力になれる主な領域と具体的内容

派遣分野 担当者 日常の困りごとや相談したい内容 スタッフや利用者様向けにご提案できる研修内容

感染管理 伊藤 由起子

・標準予防策・感染経路別予防策の実践方法

・手指衛生遵守向上に向けた取り組み支援

・院内感染ラウンドの実施及び改善提案

・アウトブレイク発生時の対応

・標準予防策の基本

・手指衛生の重要性と遵守向上への取り組み

・針刺し・切創、粘膜曝露予防と発生時対応

・医療関連感染とその予防策

・新人職員向け感染対策研修

皮膚・排泄ケア 石川 りえ

・ストーマケア困難な患者のケアについて

　（消化管ストーマ・尿路ストーマ）

・褥瘡ケア

・褥瘡予防に関する基本的な知識と技術

・ストーマケアの基本的な知識と技術

　（消化管ストーマ・尿路ストーマ）

摂食嚥下障害看護 古市 ふみよ

・スクリーニング評価（EAT-10、MWST など）の導入支援

・安全な食事・水分摂取のサポート(摂食嚥下機能の評価,姿勢調

整や食形態の提案,誤嚥性肺炎の再発予防など)

・在宅療養者・家族への支援(安全な食事介助など)

・口腔ケアと誤嚥性肺炎予防

・口腔ケア技術指導・ベッドサイドでの摂食嚥下機能の評価

・姿勢調整や食形態

・誤嚥リスクに応じた個別ケア

・多様な背景(認知症・拘縮・円背など)を持つ高齢者への実践的

支援

認知症看護 百武 大介

・認知症ケア加算2・3の算定取得に向けた体制構築について

・院内教育計画の立案・見直し

・身体拘束最小化に向けた組織的取り組み

・認知症やせん妄など認知機能障害に伴う症状への対応について

・認知症の基本的知識と臨床現場で求められる適切な対応

・せん妄の予防・早期発見・対応について

・認知症看護(行動・症状のアセスメントに基づいた看護)

・身体的拘束の最小化に向けた看護

・認知症患者の看護(家族支援、療養環境の調整、コミュニケー

ション、安心・安全を支えるケア)

がん看護（CNS） 髙橋 繭

・複雑な（複数の）問題を抱えるがん患者へのケア

・がん患者、家族とのコミュニケーション

・がん患者の意思決定支援

・がん患者のACP

・がん患者の倫理的問題への対応

・スタッフの感情の整理（困難事例への対応や看取り後など）

・がん看護全般

・現在のがん治療

・がん患者、家族への精神的ケア（スピリチュアルペイン含む）

・がん患者の意思決定支援

・がん患者のACP

・がん患者に潜む倫理的問題

・症例検討会

乳がん看護 森岡 尚子
・乳がん患者へのケアについて

・がん患者の妊孕性温存について

・初期治療を受ける乳がん患者への看護ケア（診断から治療開始

までの意思決定支援、薬物療法・手術・放射線治療における基礎

知識と看護ケア、リンパ浮腫予防、アピアランスケア）

・がん患者の妊孕性温存について

緩和ケア 田中 怜子

・身体的苦痛、精神的苦痛の緩和への対応

・意思決定の支援について

・看取りの準備（家族への介入など）について

・がん看護について

・症状緩和方法や精神的苦痛、スピリチュアルペインの対

応、ケアについて

がん化学療法 市成 陽子

・がん薬物療法に伴う副作用への対応

・患者教育について

・スタッフへの教育、指導について

・外来・在宅化学療法の安全管理（抗がん薬について、曝

露対策、観察ポイント）

・副作用のアセスメント（骨髄抑制、消化器症状、末梢神

経障害など）

・免疫療法とirAE対応（irAEの特徴、見逃しやすい症状、

受診判断）

クリティカルケア

集中ケア

辻 俊行

佐藤 尚徳

・フィジカルアセスメントの仕方

・呼吸ケア、循環ケアの実際・対応方法

・救急蘇生（BLS）スタッフ指導

・急変対応シミュレーション教育　など

・在宅における排痰援助

・フィジカルイグザミネーション

・急変予測をするために必要な観察ポイント

小児プライマリケア 白木大輔

・小児の急変時対応の仕方

・小児看護（特徴・フィジカルアセスメント）

・小児救急カート物品整備について

・災害看護（小児関係なく）

・小児虐待について

・小児の事故予防

手術看護 吉川昌弥
・手術室での安全対策

・手術室の運営・業務マニュアルの作成

糖尿病看護 古田 均

・フットケア外来について

・外来患者への糖尿病教育支援に関するプログラムの作成

・糖尿病を抱える患者や家族へのセルフケア支援（食事、運動、

薬物療法）について

・わかりやすい糖尿病患者支援のポイント

・化学療法や手術療法など治療期の糖尿看護のポイント

・糖尿病を抱える患者へのフットケアについて



お力になれる主な領域と具体的内容

心不全看護 田中 千秋
・心不全患者に対するチーム医療体制構築について

・心不全患者に関わる連携方法

・心不全患者看護のポイント（医療者向け）

・心不全悪化予防のための日常生活の注意点（患者さん向け）

※これ以外の領域においてもお受けすることはできますので、ご相談下さい。


